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自己紹介

氏名：佐藤 邦彦

・宮崎県延岡市で生まれる

・沖縄県の琉球大学農学部卒業（水稲育種を専攻）

・沖縄県農業試験場名護支場勤務（1年間）

・宮崎県庁入庁（宮崎県総合農業試験場茶業支場に配属）

・宮崎県総合農業試験場茶業支場での勤務は通算25年目
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本日の内容

○宮崎県の紹介

○宮崎県の茶業について

○宮崎県総合農業試験場茶業支場の紹介と

これまでの主な研究成果

・「栽培部門」の研究成果

・「製茶部門」の研究成果

・「育種部門」の研究成果

○今後の研究について
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宮崎県の紹介（宮崎県の位置）

鹿児島県

福岡県

宮崎県

九州７県

佐賀県

東京都

静岡県

京都府

三重県
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出典： 農林水産省「茶 を め ぐ る 情 勢」（令和7年4月）より

宮崎県の茶業（茶園面積と荒茶生産量）

5



宮崎県で生産されている茶種別の割合

宮崎県の茶業（生産されている茶種）

宮崎県総合農業試験場
茶業支場

主に煎茶を生産

主に釜炒り茶
を生産

主に釜炒り茶と
煎茶を生産
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宮崎県の茶業（輸出の状況と輸出先）

宮崎県における茶の輸出量と輸出額 宮崎県で生産された茶の輸出先
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【参考：宮崎県産農畜水産物の輸出実績】

2023年度 2024年度

宮崎県農政水産部調べ
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【参考：宮崎県産農畜水産物の輸出実績】

2023年度 2024年度

宮崎県農政水産部調べ
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宮崎県の茶業（有機栽培について）

宮崎県における茶の有機栽培面積
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宮崎県総合農業試験場茶業支場の紹介

製茶工場

管理棟

・敷地面積：12.7ha
・ほ場面積：7.9ha
・研 究 員：６名
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宮崎県総合農業試験場茶業支場の主な研究内容

育種部門
・小売り茶向けの半発酵茶、発酵茶用品種及びドリンク向けの超多収、耐病性品種の育成
・輸出を後押しする有機栽培向け晩生品種の育成

栽培部門
・輸出を可能にする防除体系の開発・実証
・有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

製茶部門
・半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発
・大規模煎茶地帯に対応した萎凋系緑茶や「みやざきブランド」につながる茶製造技術の開発
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主な研究成果

有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

クワシロカイガラムシは、
・多発すると茶樹が枯れる重要害虫
・樹冠内に寄生するため、農薬がかかりにくく難防除害虫（農薬の散布量：1,000ﾘｯﾄﾙ／10a）
・一方で、孵化時期に降雨が多いと発生が少ない

① 散水によるクワシロカイガラムシの防除法

【仮説】
・クワシロカイガラムシは、「水分」や「高湿度」に弱いのでは?

クワシロカイガラムシの雄まゆクワシロカイガラムシによる被害茶園（茶枝が枯死）

栽培部門
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有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

① 散水によるクワシロカイガラムシの防除法

高湿度条件（湿度１００％）の
状態で１日～７日間静置

湛水（卵を水につけた）状態で
１日～10日間静置

処理後のふ化率を調査

クワシロカイガラムシ雌卵

栽培部門

主な研究成果
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注）室温25℃の恒温槽内で、供試卵数30卵、４反復で実施
調査は処理後５日目に実施 ６日目以降にふ化した個体はなし
高湿度試験の10日間処理のデータはなし

有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

① 散水によるクワシロカイガラムシの防除法

高湿度および湛水処理期間とふ化率との関係（室内試験）

栽培部門

主な研究成果
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有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

① 散水によるクワシロカイガラムシの防除法

湛水条件で7日間処理（左）と10日間処理（右）
した直後のクワシロカイガラムシの卵

高湿度条件で7日間処理した直後の
クワシロカイガラムシの卵

栽培部門

主な研究成果
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有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

① 散水によるクワシロカイガラムシの防除法

茶園では、散水しない場合(通常)はほとんどの卵が孵化する
孵化後孵化前

栽培部門

主な研究成果
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有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

① 散水によるクワシロカイガラムシの防除法

スプリンクラーで散水すると

栽培部門

主な研究成果
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有機栽培でも使用できる害虫の防除技術の開発

① 散水によるクワシロカイガラムシの防除法

卵の半分以上が孵化した雌の割合（圃場試験）

栽培部門

主な研究成果
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輸出を可能にする防除体系の開発・実証試験

※ 「地域戦略プロジェクトＣ０２２」の支援を受けて作成（2018年）

栽培部門

主な研究成果
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輸出を可能にする防除体系の開発・実証試験

国際競争力強化技術開発プロジェクト「二番茶・秋冬番茶の海外
輸出を可能とするＩＰＭ体系の開発(2021-2023)の支援を受け
て作成

栽培部門

主な研究成果
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半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

・緑茶の消費低迷により荒茶価格が低下
・特に、二、三番茶の価格低下が顕著
・茶生産者の経営の安定には付加価値を付ける必要あり
・西臼杵で生産されている「釜炒り茶」と「烏龍茶」の
製造方法が類似

西臼杵地域における半発酵茶生産の紹介

2009年に烏龍茶研究会を作り、試行錯誤しながら烏龍茶を製造

2013年から宮崎県総合農業試験場
茶業支場にて研究開始

主な研究成果
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半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

煎茶 煎茶釜炒り茶 釜炒り茶

釜炒り茶
 釜炒り茶は緑茶の分類
 宮崎県は釜炒り茶の日本一の産地
 煎茶と異なる香味、形状、水色

（針状） （勾玉状） （緑色） （黄色）

主な研究成果
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炒り葉機 揉捻機 中揉機 水乾機 仕上げ釜

釜炒り茶の製造機械

炒り葉機で茶葉を炒って酸化酵素を失活

釜炒り茶と烏龍茶は製法が似ている

半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

主な研究成果
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半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

西臼杵地域の茶園風景

主な研究成果
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半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

日本における半発酵茶生産の課題

環境条件に左右され品質が不安定

萎凋作業は13～15時間を手作業で重労働

室内萎凋日干萎凋 殺青 揉捻 乾燥

外国産に比べて香りが低い

 産業的な生産は非常に少ない
 緑茶用品種では半発酵茶の生産は困難との認識

主な研究成果
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半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

大幅な高品質化と
省力化を実現

宮崎県総合農業試験
場茶業支場と製茶機
メーカーであるカワ
サキ機工株式会社と
の共同開発

室内萎凋作業を大幅に省力化できる『萎凋機』の開発

室内萎凋日干萎凋 殺青 揉捻 乾燥

主な研究成果
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半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

重量センサー

制御と監視
内部は金属製

扉はメッシュ方式と密閉式

・１回当たり生葉50～80kgの処理能力
・胴サイズは胴長3m× 胴直径1.2m

 ドラム内の温度
 風量、風温
 ドラム回転時間
 回転速度
 静置時間
 重量減
 茶葉温度
 ドラム内湿度

主な研究成果
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半発酵茶、発酵茶等の安定生産技術の開発製茶部門

１）緑茶用品種に合わせた萎凋機の設定
・品種により香りの強弱あり
・品種特性に応じた設定が必要

２）釜炒り茶用機械を用いた製造技術
・緑茶用品種に適した炒り葉方法
・連続式炒り葉機による量産化

緑茶用品種を用いた半発酵茶製造のポイント

乗用型摘採機で摘採

烏龍茶の外観、水色

主な研究成果
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これまでに宮崎県で育成した緑茶用品種

交配から品種登録まで１５年以上

育種部門

主な研究成果
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育成した緑茶用品種の半発酵茶・発酵茶適性

2024年10月24日に、宮崎県総合農業試験場茶業支場に来場された、台湾の農
業部茶及飲料作物改良場の「蘇宗振」場長さん方に、これまで育成した緑茶用
の品種（３品種）の【半発酵茶】と【発酵茶】適性について評価して頂いた
（ＶＡＳテスト）
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育成した緑茶用品種の半発酵茶・発酵茶適性

ＶＡＳテスト：

長さ10cmの黒い線上に

・とても嫌い： ０
・ふ つ う：５０
・とても好き：100

とした連続スケール上で
評価を行い数値化するテ
スト方式

Ａ品種

Ｂ品種

Ｃ品種

育種部門
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半発酵茶適性

【サンプルの製造方法（三番茶）】

①日干萎凋を行った後にドラム式萎凋機で萎凋
日干萎凋５％減
室内萎凋終了時20％減

②殺青機で炒り葉（200℃ 3分程度)
③固定釜で炒り葉（100℃ 5分程度)
④揉捻（10分）
⑤水乾（40分程度）
⑥棚式乾燥機（1時間程度）

※釜炒り茶製法（1kg機）で製造

育種部門

育成した緑茶用品種の半発酵茶・発酵茶適性
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発酵茶適性

【サンプルの製造方法（三番茶）】

①日干萎凋を行った後にドラム式萎凋機で萎凋
日干萎凋５％減
室内萎凋終了時35～40％減

②揉捻（１時間）
③発酵（２時間室温25℃）
④発酵止め（棚式乾燥120℃、15分）
⑤乾燥（棚式乾燥70℃、45分）

育種部門

育成した緑茶用品種の半発酵茶・発酵茶適性

34



今後の研究について

＜栽培部門＞
・有機栽培で使用できる技術開発

＜製茶部門＞
・半発酵茶や発酵茶適性の高い品種の選定
・煎茶地帯でも生産できる香りの高い製品開発

＜育種部門＞
・有機栽培向けの品種・半発酵茶や発酵茶向け品種等、宮崎オリジナル品種の開発

これら各部門の研究成果を融合させ、宮崎県でしか味わえない商品を開発し、茶農家
の経営安定化が図られるよう研究を進めていく予定
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ご清聴ありがとうございました
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